
KEMET、社内デスクトップに Reflection 2008 を導入して最新化を図る

電子化の世界では、KEMET Corporation が開発するコンポーネントは「パッシ
ブ」製品ですが、同社は決してパッシブ (受け身の姿勢 ) な企業ではありません。
長年にわたり企業の合併、買収、統合を繰り返してきた KEMET は、世界で最も
充実した表面実装型スルーホールコンデンサ製品のラインナップを誇る、今年創
立 90 周年を迎える企業です。事実、KEMET のコンデンサは、現在使用されてい
るほとんどすべての電子アプリケーションや電子製品に装備されています。

KEMET は、企業買収によってグローバルな企業へと成長しましたが、それに伴っ
て、デスクトップオペレーティングシステムと旧式の端末エミュレータソフトウェアが
会社全体で混在するという状況に陥っていました。そして、このような互換性のな
いシステムの存在によって、企業内 IBM ホストに保存されている重要な顧客注文
情報へのユーザアクセスが妨げられるという問題が頻発するようになりました。

KEMET は、Windows Vista と Reflection® 2008 ソフトウェアを社内の標準ソフ
トウェアとして採用することで、この問題を解決しました。

Vista と Reflection: 自然な調和 
社内システムを統一することは、生産規模の拡大によってコストの削減を図るに
は、最も効果的な方法でした。KEMET では、IBM AS/400 ホストに、重要ではあ
るものの混沌とした、受注、予測、出荷、請求、トラッキングのアプリケーションが常
駐していました。デスクトップオペレーティングシステムの最新化に加えて、これら
のアプリケーションに新たな機能を加え、さらにそれらを補完できる端末エミュレー
タも必要でした。

論理オペレーティングシステムとして採用したのは、Windows Vista です。Vista 
の導入により、Microsoft SCCM などの集中管理ツールを使用して、広く普及して
いる PC をグローバルに管理できるようになりました。また、Vista には KEMET 
の多数のモバイルユーザが必要とするセキュリティと操作性も備えていました。

必然的に、Vista でシームレスに動作する新しい端末エミュレータが必要になりま
した。その要件を満たしたのが、Attachmate の次世代端末エミュレータ、Reflection 
2008 でした。KEMET 社 Worldwide Infrastructure 部門のディレクターである
ブライアン・バーチ氏は次のように述べています。「Reflection ほど Vista と緊密に
統合された端末エミュレータはほかにはありません。Reflection 2008 は Vista 認
定製品で、Vista のセキュリティ、管理、生産性向上の機能をフルに利用できるよう
設計されています」。
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課題
グローバル企業全体に散在する多種多様の旧
式エミュレータによって、重要な顧客注文情報
へのユーザアクセスが妨げられていました。

ソリューション
Reflection 2008 の導入による社内デスクトッ
プの標準化と最新化

成果
• Windows Vista との緊密な統合による管理、
生産性、セキュリティのすべての面での利用
価値の向上

• 複数の仮想化技術を組み合わせる計画を推
進するための柔軟性を獲得 

• 最新の暗号化方式と認証方式により、最重要
情報の安全性を確保 

• セッションのカスタマイズとビジネスプロセス
の自動化によるユーザの作業効率の向上

顧客事例

例えば、Reflection 2008 と Vista のユーザ アカウン
ト制御を統合することで、IT 担当者は、Reflection 
2008 のどのタスクの実行をユーザに許可する
かを制御できるようなります。Reflection 2008 で
は、Vista Aero グラフィカル ユーザインタフェース
も使用でき、セッション設定は Vista のコントロール 
パネルに合わせて編成されています。

最新のデスクトップ向け最新式端末 
エミュレータ
KEMET では、このように端末エミュレータを組み
合わせることで、選択肢の幅が広がりました。
KEMET の Reflection に対する信頼は次第に高
まっていきました。

バーチ氏は次のように述べています。「私たちはそ
れまでの経験から、Reflection が安定性と信頼性
に優れていることを認識していました。さらに、最新
バージョンでは、当社の長期計画に対応できるよう
な柔軟性が備わっていることもわかっていました」。
バーチ氏によれば、最新の仮想化技術への対応、さ
まざまなレベルのセキュリティ設定、使いやすいカス
タマイズオプションなどが、Reflection 2008 を導
入する決定的な要因となったということです。

• 最新の仮想化技術  
KEMET は最近、アプリケーションとデスクトップ
の仮想化戦略を打ち出しましたが、そこで大き
な役割を担うのが Reflection です。バーチ氏は
次のように述べています。「いずれは、完全に仮
想化されたデスクトップを組み合わせて使用す
るようになるでしょう。  



KEMET、社内デスクトップに Reflection 2008 を導入して最新化を図る

03-3513-5111 03-3513-5112
住友市ヶ谷ビル　9階
〒162-0845　東京都新宿区市谷本村町1-1

http://www.cybernet.co.jp/reflection/

〒101-0022 東京都千代田区神田練塀町3 富士ソフトビル
Tel: (03)5297-3487  Fax: (03)5297-3646
Tel: (052)219-5900  Fax: (052)219-5970
Tel: (06)6940-3650  Fax: (06)6940-3601

本　　　社

中 部 支 社
西日本支社

 クライアントは、シンクライアントすなわち機能を制限した PC になります。また、
ローカルアプリケーションを実行できるマシンの数も増えていくとでしょう。
Reflection は、VMWare、Citrix、Microsoft などの最新の仮想化プラットフォー
ムでテスト済みであるため、我 の々進む道を阻むことはありません」。

 配布の自動化、簡単なアップグレード、アプリケーションの互換性は、Reflection 
2008 の仮想化による最適化が IT 部門にもたらすその他の効果として、
KEMET が期待を寄せる利点の一部です。例えば、1 台のマシンで 2 つの
バージョンの Reflection を同時に実行できます。このため、ユーザは業務を中
断せずに新しいバージョンへと徐 に々移行することができます。

• 複数レベルのセキュリティ設定  
Reflection のセキュリティ機能は、KEMET のグローバル業務に欠かせないも
のです。社員の居場所に関係なくデータやアプリケーションを社員に提供するに
は、さまざまなレベルのセキュリティ設定が必要です。クライアント側の SSL/
TLS、SSH、Kerberos をはじめとする最新の暗号化プロトコルと認証方式を採
用することにより、Reflection 2008 は、Telnet では実現できない方法で、未
加工のデータストリームを保護できます。このような機能により、KEMET では 
SOX 法 などの米国の連邦規制への準拠をはじめとする重要な ビジネス要件
にも対応できるようになります。

• 使いやすいカスタマイズオプション  
Reflection のカスタマイズオプションが KEMET の開発者にとって有益である
ことは間違いありません。バーチ氏によれば、「開発コミュニティでは、セッ
ションの構成、タスクの自動化、VBA による顧客データと Web アプリケーション
または Windows アプリケーションとの統合ができるという点が、特に高く評価
されています。これは、開発者にとって使い慣れた環境でもあるわけです」とい
うことです。

 Reflection が提供する VBA インタフェースにより、KEMET では会社全体のビ
ジネスプロセスを自動化できるようになりました。KEMET では、世界中の各工

場に Windows ベースの生産実行システムを
インストールしました。このシステムは、フロン
トエンドではバーコード対応のグラフィカルで
直観的なアプリケーションを、各国語で提供し
ます。また、バックエンドでは、システムに入
力された情報が翻訳され、会社の MRP メ
インフレームアプリケーションに入力されま
す。このようなプロセスは、Reflection 2008 
の VBA インタフェースで API を使用すること
により可能になります。

バーチ氏は次のように述べています。
「Reflection の VBA インタフェースのおかげ
で、英語ベースで使い勝手が悪く、API も備
えていないようなかなり時代遅れのメインフ
レームアプリケーションに対処することができ
ました。英語を母国語としないユーザは母国
語で作業することができます。翻訳プロセス
はユーザには見えないようになっています」。

このような最新の機能を備えていることで、KEMET のユーザはどこにいても、デ
バイスの種類に関係なく、あらゆる方法で重要なデータにアクセスできます。

Reflection は「問題なく機能」します。
以前のエミュレータでは、エミュレータが正しく
機能しないというユーザからの訴えが、しばし
ば IT 部門に届いていました。このような信頼
性の欠如は、米国のサポートチームが就寝中
の時間帯にサポートを必要とする国外のユー
ザにとっては、特に困った問題でした。

このような問題は、Reflection 2008 の導入に
よってすべて解決されました。その 1 つは、
Reflection 2008 が Attachmate のベテラン
の顧客サポートチームの支援を受けられるよう
になったことです。バーチ氏は次のように述べ
ています。「サポートが必要になったら、
Attachmate の担当者に連絡すれば、技術的
な問題であっても、ライセンスに関する案件で
あっても、サポートを受けられます」。

うれしいことに、技術的な問題はほとんど発生
していません。「Reflection の配布後、ユーザ
から連絡が入ることはほとんどありません。す
べてはユーザ側にあり、問題なく機能するから
です」。
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「私たちはそれまでの経験
から、Reflection が安定
性と信頼性の高い製品で
あることを認識していまし
た。さらに、最新バージョン
では、当社の長期計画に
対応できるような柔軟性
が備わっていることもわ
かっていました」。

–  KEMET Corporation 
Worldwide Infrastructure  
部門ディレクター 
ブライアン・バーチ氏

Attachmate について
Attachmate は、端末エミュレータ、アプリケー
ション統合、安全な通信のための高度なソフトウェ
アを提供しています。当社の NetIQ 事業では、
IT プロセスを自動化し、分散 IT のパフォーマン
ス、セキュリティ、コンプライアンスを管理するため
のソリューションを提供しています。当社の技術を
利用して、世界中の 65,000 社以上のお客様が、
新しく有意義な手法で IT 資産を活用しています。
www.attachmate.jp

Reflection 2008:  
場所を選ばないメインフレームの
利用
Attachmate の次世代端末エミュレータ 
Reflection 2008 は、Windows 7 を含む
複数のオペレーティングシステム、最新の
仮想化技術、マルチレベルのセキュリティに
対応しています。さらには、Microsoft .NET 
をベースに開発され、VBA と統合されたこ
とで、カスタマイズが自由にできるようになり
ました。これにより、デバイスの種類に関係
なく、どこからでも、あらゆる方法でメインフ
レームにアクセスできるようになりました。


